










































































































































ポテトチップス（Potato crisps） 117 3770
フライドポテト（Chips/French flies） 59 5200
ポテトフリッター（Potato Fritters /Rosti（fried）） 42 2779
じゃがいも（生）（Potatoes raw） 10未満 50未満
穀類加工品
コーンスナック（Corn crisps） 120 220




クリスプブレッド（Crisp bread） 30未満 2838
糖尿病患者用ケーキ・ビスケット類（Diabetic cakes& biscuits） 20 3044
ポップコーン（Popcorn（sweet & salted） ） 57 300
ごま菓子（Sesame snacks） 55 160
米，麺類
インスタント麺（Fried noodle） 3 581
チャーハン（Fried rice） 3 未満 67
インスタント麺のスープ（Instant noodle soup） 3 未満 152
米菓（Rice cracker, grilled or fried） 17 500
果物，野菜類
 
缶瓶詰め黒オリーブ（Canned black olive） 123 1925
プルーンジュース（Bottled prune juice） 53 267
揚げた野菜（天ぷらを含む）
Fried vegetable  （including tempura vegetables）
34 34
ナッツ類 ナッツ（ピーナッツバターを含む）（Nuts, includingpeanut butter） 28 339
揚げ物
衣をつけて揚げた魚介類（Fish and seafoodproducts, crumbed or bettered） 2 未満 39
衣をつけて揚げた畜肉，鶏肉（Meat/Poultry products, crumbed orbattered（fried）） 10未満 64
素揚げの畜肉，家禽肉，魚肉（Carcass Meat,Poultry and Fish（fried） ） 5 未満 52
ココア製品
チョコレート製品（Chocolate product） 2 未満 826
ココアパウダー（Cocoa powder） 10未満 909
飲料
コーヒー豆（焙煎）（Coffee（roasted） ） 45 975
代用コーヒー（Coffee substitute） 116 5399
インスタントコーヒー（Coffee extract/powder） 195 4948
ほうじ茶，ウーロン茶（Roasted Tea（hoji-cha） and Oolong Tea） 9 未満 567
煎り大麦（麦茶用）（Roasted barley grains（for tea）） 140 578
ビール（Beer） 6 未満 30未満
乳幼児用食品
乳幼児用ビスケット・ラスク（Infant biscuits/rusks） 20未満 910
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